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文
部
省
の
「
体
力
・
運
動
能
力
調
査

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
男
子
の
場
合
、

運
動
す
る
人
と
し
な
い
人
と
で
は
十
歳

程
度
の
体
力
差
か
あ
り
、
女
子
の
場
合

も
、
十
～
五
歳
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
と
、
し

な
い
の
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
体
力
の

差
と
な
っ
て
表
れ
る
の
で
す
。

と
い
っ
て
、
悲
観
す
る
ほ
ど
の
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、
十
歳

程
度
の
体
力
差
は
運
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
つ
ま
り
本
人
の
努
力
し
だ
い
で

十
分
に
取
り
戻
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

体
力
測
定
評
価
と
運
動
学
の
専
門
家

で
あ
る
文
部
省
・
主
任
教
科
書
調
査
官

の
日
丸
哲
也
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。

「
運
動
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
と
さ

ら
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
た
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ウ
エ
ア
ー
で
構
え
た

り
す
る
こ
と
を
最
初
か
ら
考
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
で
、
毎
日

ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら

苧
列
萢

続
け
ら
れ
る
運
動
か
ら
始
め
る
こ
と
力

長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
は
一
番
い
い
の

で
す
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
、
歩
く
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
再
発
見
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
ぺ
ｌ
ス
で

一
日
一
万
歩
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
」

体
力
づ
く
り
は
ま
ず
歩
く
こ
と
か
ら

と
い
う
わ
け
で
す
。
い
ま
ま
で
連
動
を

し
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
急
に
思
い
立

っ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
た
り
す
る
と

体
を
こ
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

長
続
き
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

一～へ

ー

動
の
強
さ
を
増
し
て
い
く
と
、
体
力
づ
川

く
り
に
一
段
と
効
果
が
出
て
く
る
よ
う
川
社
会
体
育
で
は
、
活
力
に
満
ち
た
市

に
な
り
ま
す
」

川
民
生
活
を
目
指
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
し

こ
う
し
て
歩
く
運
動
を
〃
卒
業
〃
し
川
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
各
年
齢
階
層

て
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
に
移
っ
て
川
を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
く
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
川
市
民
の
か
た
に
は
、
「
健
康
づ
く
り
社

あ
な
た
も
歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
再
川
会
体
育
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
、
年
二
回

発
見
し
、
一
万
歩
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
川
届
け
て
い
ま
す
。
市
の
社
会
体
育
行
事

そ
れ
は
歩
く
と
い
う
〃
運
動
の
基
本
〃

を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
、

日
丸
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

「
歩
く
こ
と
が
習
慣
づ
い
て
、
苦
に
な

ら
な
く
な
っ
た
ら
、
少
し
ず
つ
歩
行
速

度
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ハ

ア
ハ
ア
、
ド
キ
ド
キ
す
る
く
ら
い
の
運

《
ゞ
１
．
Ｊ
″
冒
吟
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施
設
の
利
用
申
し
込
み
は
早
め
に

１
」
Ｌ
八
二
戸 ぅ’つ’ ゼアー

下のグラフのとおり、体育施設の利用者数を見ると、おおよ

そ増加傾向にあります。年々、 スポーツを親しむ人が増えてい

ます。

体育施設をだれもが気軽に利用し、健康づく りや心の通い合

う人間関係づく りをしてみましょう。
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52 53 54 55 56年

は
、
「
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
で
明
け

「
市
民
駅
伝
大
会
」
に
終
わ
る
各
種
の

行
事
で
す
。

一
三
ｌ
ス
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
を

二
、
三
あ
げ
て
み
る
と
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
（
基
本
的
ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
修

得
）
、
ス
キ
ー
教
室
（
親
睦
と
技
術
向
上
）
、

各
種
大
会
（
市
行
事
・
体
協
行
事
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
行
事
）
と
な
っ
て
お
り
、

体
育
指
導
貝
の
技
術
指
導
に
よ
り
、
年

々
、
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
か
ら
「
市
民
総
合
体
育
大
会
」
を
開

催
し
、
市
内
各
施
設
で
「
天
高
く
馬
肥

ゆ
る
秋
」
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
を
展
開

万人

利用状況（市民体育館）
6卜

［
R
u

4

3卜

Ｉ
こ
帝

乙
〆

52 53 54 55 56年
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、

7白 』 ’

ア

わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
は
、
以
前
に

比
べ
る
と
豊
か
に
な
り
、
栄
養
の
取
り

方
も
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

厚
生
省
が
毎
年
発
表
す
る
「
国
民
栄

養
調
査
」
を
見
て
も
、
タ
ン
パ
ク
質
や

ビ
タ
ミ
ン
類
の
摂
取
量
が
徐
々
に
増
え
、

食
品
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ
ー
）

摂
取
量
で
は
、
穀
類
、
な
か
で
も
米
へ

の
依
存
度
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
見
る
と
、
わ
た
し
た
ち
は
以

前
よ
り
も
教
多
く
の
食
品
か
ら
、
体
に

必
要
な
ざ
ま
ざ
ま
の
栄
養
を
取
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
、
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
世
帯
別
、
個
人
別
で
見
た

場
合
、
栄
養
の
取
り
方
に
ア
ン
ゞ
ハ
ラ
ン

ス
の
あ
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。
個
々
の

栄
養
素
に
つ
い
て
取
り
過
ぎ
の
人
と
、

不
足
し
て
い
る
人
と
の
、
ハ
ラ
つ
き
が
あ

る
こ
と
で
す
。

’ I

ン
バ
ラ
ン
ス
が

ま
ず
食
生
活
か
ら

い
ぃ
、

い
い
Ｉ

、

目
立
つ
食
生
活

ム
１
１
ｍ

I

I

づ
〃
く
り
は ？

毎
日
同
じ
よ
う
な
献
立
で
は
栄
養
の

》
ハ
ラ
ン
ス
が
偏
っ
て
き
ま
す
。
食
卓
に

く
り
は
変
化
…
ｉ
可

そ
の
と
き
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
が
、
「
六
つ
の
基
礎
食
品
」
で

｛
活
か
ら
遷
蕊
澪
蕊

に
組
み
入
れ
る
、
つ
ま
り
三
度
の
食
事

例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
見
で
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
す
べ
て
を
口
に
す

る
と
、
厚
生
省
が
定
め
る
「
日
本
人
の
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

栄
養
所
要
量
」
を
二
○
％
以
上
も
取
り
な
る
べ
く
数
多
く
の
食
品
を
組
み
合

過
ぎ
て
い
る
世
帯
が
全
体
の
約
四
分
の
わ
せ
て
食
べ
る
こ
と
が
、
栄
養
を
ゞ
ハ
ラ

ー
あ
り
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い
て
ン
ス
よ
く
取
る
秘
け
つ
で
す
。

も
、
約
二
割
が
取
り
過
ぎ
の
世
帯
、
逆

に
不
足
し
て
い
る
世
帯
も
二
割
ぐ
ら
い

で
す
。十

月
は
「
食
生
活
改
善
普
及
運
動
月

間
」
・
今
年
は
、
「
健
康
づ
く
り
、
ま
ず
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加
工
食
品
は

食
卓
を
見
直
そ
う
」
を
標
語
に
、
次
の
手
軽
さ
が
受
け
、
利
用
す
る
人
が
増
え

三
つ
の
項
目
に
重
点
を
置
い
て
、
運
動
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
っ
た
よ
り
も

が
展
開
さ
れ
ま
す
．
く
Ｉ
～
；
…
！
～
；
…
ｉ
～
ｊ
Ｉ
Ｉ
～
凶

①
少
量
ず
つ
で
も
六
つ
一
一

の
基
礎
食
品
を
組
み
一
品
類
品
魚
い
菜
類
一

…
＆

〉

雪
製
繊

合
わ
せ
て

②
塩
分
、
糖
分
の
多
い

三
垣
謁
驫
鶏

食
品
は
控
え
め
に

③
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

加
工
食
品
に
頼
り
過
一
群
群
群
群
雲
癖
群
一

雪
」
か
．
い

》
１
２
３
４
戸
○
６
《

み
ん
な
で
も
う
一
度
、
一

１
，
か

‘
よ
蕊
っ六

つ
の
基
礎
食
品
で

一
幸
』
令
《
卓
弱
辱
罪
晒
山
当
季
』
Ｆ
一
Ｆ
』
［
町
】
一
’
ロ
、
、

》

“

卸

》

ン
ス
の
よ
い
栄
養
を
一

！

川
し
ま
し
た
。
で
気
軽
に
各
施
設
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

川
「
市
民
歩
く
会
」
を
お
手
ま
き
会
場
跡
利
用
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て

川
地
か
ら
名
馬
里
ま
で
延
長
し
、
野
鳥
、
く
だ
さ
い
。

川
野
草
の
観
察
等
も
行
い
ま
し
た
。
完
歩
⑩
利
用
申
し
込
み
は
早
め
に
体
育

川
し
た
か
た
に
は
、
完
歩
賞
と
し
て
「
記
館
へ
。

Ⅲ
念
シ
ー
ル
」
を
配
布
す
る
な
ど
…
…
今
②
施
設
は
き
れ
い
に
使
う
。

川
年
も
新
企
画
を
検
討
中
で
す
。
市
民
体
育
館
の
電
話
番
号
は
、
③
２

Ⅲ
ど
う
ぞ
市
民
の
皆
様
、
仲
間
ど
う
し
５
５
２
で
す
。
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多
量
の
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
保
ま
し
よ
う
。

存
性
を
高
め
る
な
ど
の
理
由
で
、
い
ろ
〈
塩
〉

い
ろ
な
添
加
物
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
食
塩
は
、
漬
け
物
や
干
物
な
ど
に
も

が
あ
り
、
常
食
し
て
い
る
と
栄
養
の
、
ハ
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
食
品
か
ら
よ
り
も
、

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
調
味
料
か
ら
取
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

頼
り
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。
「
国
民
栄
養
調
査
」
で
も
、
食
塩
摂
取

と
は
言
う
も
の
の
、
上
手
に
利
用
す
の
約
六
○
％
は
、
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
な

れ
ば
食
卓
に
華
や
か
さ
を
演
出
で
き
ま
ど
の
調
味
料
か
ら
、
と
い
う
結
論
が
出

す
。
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
摂
取
量
の
目
安
「
一
日
十
グ
ラ
ム
以

で
は
、
卵
や
野
菜
を
入
れ
た
り
、
塩
分
下
」
を
目
指
し
て
、
な
る
べ
く
う
す
味

の
多
い
ス
ー
プ
は
全
部
飲
ま
な
い
よ
う
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
だ
し

に
し
、
材
料
の
少
な
い
レ
ト
ル
ト
食
品
を
濃
く
し
た
り
、
好
み
に
合
っ
た
酸
味

の
カ
レ
ー
や
ス
ー
プ
で
は
、
サ
ラ
ダ
を
や
香
り
を
付
け
れ
ば
、
塩
分
が
控
え
め

付
け
加
え
る
ｌ
な
ど
工
夫
し
て
み
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
．

し
よ
う
。
〈
砂
糖
〉

栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
、
健
康

な
毎
日
を
送
る
に
は
、
食
品
を
上
手
に

組
み
合
わ
せ
る
ほ
か
、
味
付
け
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

特
に
塩
や
砂
糖
の
取
り
過
ぎ
は
、
高

血
圧
や
肥
満
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
十
分
注
意
し

塩
分
・
糖
分
ｌ

取
り
過
ぎ
に
御
注
意

ー

砂
糖
は
調
味
料
と
し
て
、
ま
た
、
菓

子
類
の
材
料
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
が
、
取
り
過
ぎ
る
と
、
ほ
か
の

栄
養
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
健
康
を
害

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

砂
糖
一
グ
ラ
ム
は
、
ま
る
ま
る
約
四

カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
り
ま

す
。
穀
類
と
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
食
品

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
砂
糖
の
取
り

過
ぎ
に
は
十
分
注
意
し
、
健
康
維
持
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

(3)



I、を着用しよう」
県内初の推進協議会が発足

熱
の
こ
も
っ
た
会
議
の
様
子

運
転
者
と
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

｜
の
着
用
を
習
慣
化
さ
せ
、
交
通
事
故
特

に
死
亡
事
故
を
無
く
そ
う
と
「
高
萩
市

シ
ー
ト
、
ヘ
ル
ト
着
用
推
進
協
議
会
」
が

県
内
で
初
め
て
、
発
足
し
ま
し
た
。

市
、
高
萩
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会

な
ど
が
、
王
催
し
、
市
内
の
三
十
一
の
事

業
所
が
協
力
し
て
、
運
動
を
展
開
す
る

も
の
で
す
。

こ
の
推
進
連
動
は
三
年
間
で
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
四
○
％
を
目
標
に
し
、

各
事
業
所
の
業
務
車
両
に
着
用
推
進
ス

テ
ヅ
カ
ー
を
つ
け
て
も
ら
い
、
一
般
の

ド
ラ
イ
謡
ハ
ー
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

全
市
民
的
な
運
動
と
し
て
、
成
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
ゞ

へ
）

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
高
年
齢
者

を
雇
用
さ
れ
る
事
業
主
に
諸
施
策
を
中

、
Ｌ
と
し
た
雇
用
対
策
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
十
月
一
日
～
三
十
一
日
ま

て
通
る
こ

と
が
で
き

な
い
大
き

な
課
題
と

昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
、
外
外
国
人
登
録
証
明
書
の
十
一
ぺ
ｌ
ジ

国
人
登
録
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
に
記
戦
さ
れ
て
い
る
年
月
日
か
ら
さ

－
、
三
年
ご
と
の
確
認
申
請
（
登
録
証
ら
に
二
年
を
経
過
す
る
日
前
三
十
日

明
書
の
切
替
申
請
）
に
つ
い
て
以
内
に
確
認
（
切
替
）
の
申
請
を
行

①
十
六
歳
未
満
の
か
た
は
、
確
認
（
切
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

替
）
の
申
請
を
す
る
必
要
は
な
く
な
帥
昭
和
五
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お

り
ま
す
が
、
十
六
歳
に
達
す
る
と
、
い
て
確
認
申
請
期
限
を
経
過
し
て
い

そ
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
同
申
請
る
場
合
は
、
そ
の
申
請
を
行
う
ま
で
、

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
前
記
⑪
の
確
認
申
請
不
要
措
置
や
、

出
生
し
た
と
き
に
新
規
登
録
を
す
る
側
の
二
年
延
長
措
置
の
適
用
は
受
け

の
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。
ま
せ
ん
。

②
た
だ
し
、
十
六
歳
未
満
の
か
た
で
あ
一
一
、
登
録
証
明
書
の
携
帯
本
人
出
頭

っ
て
も
、
す
で
に
甲
様
式
（
大
人
用
、
申
請
、
写
真
提
出
及
び
指
紋
押
な
つ

手
帳
型
）
の
登
録
証
明
書
の
交
付
を
の
義
務
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

受
け
て
い
る
場
合
は
、
次
の
③
と
同
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
を
必
要
と
す

様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。
る
年
齢
は
十
四
歳
以
上
で
し
た
が
、

③
十
六
歳
以
上
の
か
た
は
、
確
認
（
切
今
後
は
十
六
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。

替
）
の
申
請
を
五
年
ご
と
に
行
う
こ
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
昼
③

と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
今
お
持
ち
の
２
１
１
１
内
線
２
２
０
）
へ
ど
う
ぞ

中
高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
、
就
職
が
で
を
「
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

困
難
で
あ
り
、
特
に
高
年
齢
者
の
就
職
と
し
て
、
啓
蒙
連
動
を
強
化
す
る
こ
と

は
容
易
で
な
く
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
と
し
ま
し
た
の
で
事
業
主
各
位
の
御
理

す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
皆
様
も
避
け
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二:胃 外
国
人
の
か
だ
へ
ｌ
外
国
人
登
録
が
変

’ ’中
高
年
齢
者
の
雇
用
に
御
協
力
を

主
へ
、
各
種
援
助
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
萩
公
共
職
業
安

定
所
（
東
本
町
２
別
盃
②
２
５
４

９
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
）

’

わ
り
ま
す

職
業
安

定
所
の
紹

介
で
雇
用

し
た
事
業

家族おそろいで公民館まつりへどうぞ

○と き 10月23日(土）～24日(B)9 : 30～16 : 00

○ところ中央公民館、市民体育館

○催しもの展示の部、発表の部、バザーの部、巳用品即売会

※家庭で使わず不用となっている日用品等がありましたら、日用品

即売会にどうぞ｡ 10月5日から中央公民館で受け付けいたします。

連絡先”1 125

=

J7ﾛ

(4)



…
第9回高萩市民音楽祭を次の日どりで行います。

希望するかたは、教育委員会社会教育課盆③2111内

線206へお申し込みください。

○と き 11月3日 （文化の日）午後1時から4時

まで

○ところ市文化会館

o参加の条件

▽市内に居住または勤務するグループ・

▽学校関係（中・高校生）の参加は学校長の許

可を必要とします。

▽曲目は自由です。

※出場の選考は市民音楽祭実行委員会で行います。

ー

57,58年度の継続事業で工事完了予定は来年の9月。

図書館は6万冊蔵書目標。資料館は古くから伝わる

生活用具などの民ｲ谷資料を保存展示します。

健康は足から
《
神
脈
陶
・
聯
鯵
儲
鍬
〃
総
珊
膨
恥
寸
鳫
測
渉
慨
柵
夕
偽
邪
〃
偽
叶
〃
Ｒ
Ｍ
汐
価
酬
膨
脇
寸
〃
価
珊
夕
側
Ｊ
汐
偶
郡
彦
伽
寸
〃
卿
寸
汐
圃
邪
夕
崎
可
険
側
寸
汐
側
寸
臼
吻
可
夕
凸
杯
汐
伽
寸
彰季

》
上
季

学
下
手
綱
の
丹
生
神
社
で
棒
さ
さ
ら
の
一

刻
復
職
鵠
輔
凝
」
鋤
棒
さ
ざ
ら
一

一

一
幼
鵠
津
津
計
澱
註
一
踊
一

孝

一

》
郷
罐
さ
信
融
鰕
蝋
織
毒
す
ゞ
ぜ

》
さ
ひ
、
ご
覧
祁
非
卜
部
南
一
さ
い
．
一

脚
》
睡
聿
ろ
卜
糾
融
一
朧
小
う
曙
》
一

一
神
雨
天
の
場
合
、
松
岡
小
体
育
館

迄

》
金
〃
罐
・
主
催
丹
生
神
社
棒
さ
さ
ら
実
行
委
》

学

》
み
※
常
澄
村
大
単
鰯
棒
さ
ざ
ら
の
友
典

》
鰯
陰
曇
出
演
、
縁
日
な
ど
の
行
事
も
あ
り
ま
す
。
》

ず
！
…
…
；
…
：
…
…
；
！
；
』

さあ－／みんなで、 「市民歩く会」に参加しまし

よ ‐フ。

○と き 10月10日 （体育の日）

oコース市役所～花貫ダム～名馬里ヶ渕～市民体

育館(17.4km)

※詳しいことは、市民体育館盆③2552へどうぞ

ジャズダンス: : : : : : : : : : : : : : ト

凌竣::::::::::::::::無料講習会

楽しく踊りながらシェイプアップ。あなたも参加

しませんか。

○と き 10月24日 （日）

○ところ市勤労青少年ホーム体育室

○講師安烏節雄先生

踊れるような服装であること。

レオタード、 タイツ、バレーシューズをお持ちの

かたは御持参ください。

男、女、経‘験の有無は問いません。

○申し込み先安島宅冠②2443へどうぞ。

ー~

灘溌
識

蝿
罷
軸
津
腎
蕊
轌
轆
蕪鴬 市のテレホン案内は

リ

ノ
…
蕊灘 ｚ

ｑ
ｒ
４
弓
よ
▼
，
二
平
入
ｏ
ｒ
．
届
ｒ
八
○
，
‐
尋
ｊ
Ｇ
ｖ
ｊ
９
ｒ
凹
可
Ｉ
Ｇ
ｐ

…

子供会、老人クラブ、各種団体

の活動などに映画を活用してみま

せんか。

貸し出し用フィルム（16ミリ、

8ミリ） をたくさん用意してあり

ます。

御希望のかたは、中央公民館内

ライブラリー事務所（召③1125)

へどうぞ。

02932

⑨1 1 5 1 ． 1 1 52

陸hおわびど訂正列 市の行事のお知らせ、 日曜

当番医など、電話ひとつで、

すぐわかります。御利用〈だ

象 ､

市報9月号で、関東大地震は大正10年となってい

ましたが、大正12年の誤りでしたので、おわびして

訂正いたします。

笠

Ｔ

１

Ｕ

‐

二

八

℃

ｒ

Ａ

Ｙ

４

９

ｒ

△

三

Ｊ

■

で

(5)



一

おえ

６
年
及
川
勝
永

僕
た
ち
の
学
校
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
昔

使
わ
れ
た
土
蔵
が
左
側
に
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
の
ま
わ
り
を
注
意
し

て
見
る
と
、
堀
あ
と
が
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
す
。
竜
子
城
の
あ
と
に
学
校

麓
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

''1 Ⅱ| | | |Ⅱ 1 | l l lⅡI l l l l Il

－

一

「
仕
事
が
休
み
の
と
き
は
、
ほ

と
ん
ど
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導

ば
か
り
や
っ
て
ま
す
。
で
す
か

学
校
紹
介が

つ
く
ら
れ
た

か
ら
で
す
。

今
か
ら
だ
い

た
い
百
十
年
前

日
新
舎
と
い
う

名
の
学
校
が
こ

松
岡
小
学

澪

謡

曇

麺

F率｝

と
き
に
は
千
七
百
人
も
い
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
は
三
百
六
十
六
人
で
す
。

運
動
場
の
か
た
す
み
に
桜
や
け
や
き

の
古
木
が
あ
り
、
四
季
の
変
化
を
見
せ

）

三
〆

の
地
に
つ
く
ら

れ
た
の
か
は
じ

ま
り
で
す
。

今
の
校
舎
は

昭
和
三
十
九
年

に
で
き
ま
し
た
。

児
童
は
多
い

年為永政大くんの作品

洞

穴
弊
獅
蝿
蕊
孑

▲東小で剣道大会開く
て
く
れ
ま
す
。
花
壇
に
は
い

つ
も
美
し
い
花
が
い
つ
ぱ

い
に
咲
き
、
僕
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
ま
す
。

そ
し
て
、
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
い
つ
も
上
位
に

入
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
で
勉
強
で
き

る
こ
と
に
ほ
こ
り
を
も
ち
、

心
と
体
を
き
た
え
な
が
ら

実
践
力
の
あ
る
子
ど
も
に

な
ろ
う
と
努
力
し
て
い
ま

半
Ｊ
Ｊ
Ｏ６

年
作
山
優
子

8月29日、東小体育館で､、第3回高萩

市内剣道錬成大会が開かれました。成績

は次のとおりて､す。

○団体若葉剣士会Aチーム

○個人 4年生以下①金成学志､5．6年

以下①今川隆、中学男子①車廣封、中学

女子①志賀美幸、高校一般男子①今川裕

幸、高校一般女子①志賀晴美以上のみな

さん。

さ
ん
の
作
品

l l l l l l l l lⅡ l l l lll l l ll l lI l l l l lIⅢ1 1ⅡⅡl l l l El l II11 1 1 1MI 11 1 1 1Ⅱl l l l l R『Ⅱl l l l lⅡ ⅡI

ｑ

言

画
▽
・
一
二
』

・
口
・
一
』
呈

弓
・
・
｜
・
・

宇
呂
・
二

画
・
・
・
・
・
・
二
二

巳
・
ニ
ニ
テ
名
画
・
・
・
二

一
・
・
昌

Ｆ
弓
二
・

尾
・
》
二

手
・
二
三
皇
』
｜
・
・
阜
争
弓
弓
二
・
寺
三
・
・
・
二
二

事

Ｆ

弓

・

二

一

』

房

呂

・

・

・

言

写

呂

呂

三

球

》

・

呂

・

・

二

・

牌
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
機
械
が
好
き
ど
、
町
の
イ

恥
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
の
抵
抗
も
な
く
メ
ー
ジ
が
明

い
家
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
も
う
る
く
、
若
い

州
四
年
た
ち
ま
し
た
。
電
化
製
品
は
、
印
象
を
受
け

小
次
ぎ
次
ぎ
と
、
新
し

州
い
も
の
か
出
る
の
で
、

だ

ぃ
対
応
す
る
の
に
大
へ

る
礎

細
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ

部
け
に
、
や
り
か
い
が

紬
あ
り
重
さ
と
語
烏
、
肺
が

糾
国
井
伸
一
さ
ん
（
”

溌
訪

堂
成
）
Ⅱ
本
町

秘
家
族
四
人
で
協
力

恥
し
合
い
、
店
（
明
光

岬
社
）
を
営
ん
で
い
る
。

糾
「
今
は
時
代
の
サ
イ
ク
ル
が
本
当
に
発
展
の
た
め

『ノ

10．q･‘‘･』･ lq"…･･' 1",｡‘騨・‘＆･･脚a"‘ 1,00,.."' 1.‘｣‘･‘齢' 1,』
二
二
号
ご
ｒ
ご
菖
言
言
壼
言
．
》
ご
・
．
｝
・
旨
合
愈
一
言
昌
呂
。
．
テ

》

（

ｒ
名
昏
呂
ロ
ロ
否
私
呂
ロ
ロ
写
》
呂
呂
国
ｒ
呂
呂
ロ
ニ
ニ
ニ
ニ

弓
』
二
。

口
巴
ロ
ニ
ニ

マ
ュ
ご
ロ
ー
里
一
号
ご
呂
壹
』
呂
房
ご
ロ
畠
一
二

早
い
で
す
ね
、

四
、
五
年
前
に

比
べ
る
と
市
内

の
商
店
街
も
専

門
店
化
す
る
な

三 ▲花壇コンクールで入賞
目＝

三
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子
供
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
十
一
の
市
民
団

体
、
約
千
人
が
参
加
し
て
、
有
明
、
高
浜
海
岸

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

蕊

蝿

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
ぷ

ち
の
感
じ
も
変
っ
て
い
”

ま
、
↓
思
い
ま
す
“

ま
た
、
「
市
民
ひ
と
恥

り
ひ
と
り
が
、
市
の
い

発
展
の
た
め
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
岬

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
も
つ
い

と
認
識
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
堀

と
語
る
。

市
の
発
展
、
将
来
の
市
の
あ
り
方
Ｍ

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
若
人
で
し
た
即

二
“
一
宮
呈
二

》
昌
一
弓
・
邑
昌

二
一
呂
邑
・

二
・
一
呂
含

マ宮

・
一
居
合
含

“一一邑

冒
冨
二
言
呂
二
一
二
亘
呂
・
二
『
皇
君
一
二
・
言
“
一
旦
マ
ー
ニ
呂
二
二
二
壱
一
“
言
二
君
二
号
一
。
昌
呂
ニ

マ
言
》
呂
皀
肺

灘癖
幾、 :; ‘ ･蕊 報 塾. ､綴

｜
・
二

二

名

ｇ

■

幸

■
》
・
・
・
・
』

の
あ
る
会
社
や
、
商
岬

店
が
市
内
に
で
き
る
い

Ｌ
生
、
７
季
』
手
９

ヱ
凸

勺
も
若
い
人
に
魅
力

ぞ
ぅ
に
な
《
｝
て
き
た

こ
れ
か

▲海岸清掃奉仕作業
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い
「
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
増
え
て
い

一
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
一
部
の
八

嘩
舛
溶
称
郵
鮴
隈
甦
蜘

鱗
こ
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
又

鍛
ポ
ー
ッ
ヘ
の
参
加
を
願
う
。
慰

舗
癖
“
“

Ｉ

アシア ……

認
識，

変化会 催館 ら
他
に
趣
味
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

家
庭
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
な
く
て

。
…
・
・
」
と
語
る
、
古
川
実
さ
ん

（
妬
歳
）
Ⅱ
安
良
川
。

古
川
さ
ん
は
、
現
在
も
加
工

紙
の
バ
レ
ー
部
員
と
し
て
活
躍

す
る
か
た
わ
ら
、
高
萩
市
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
会
長
を
つ
と

め
る
な
ど
、
高
校
生
や
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
を
鋤

年
以
上
も
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考
え
、
プ

レ
ー
中
は
へ
ん
に
甘
え
ず
、
妥

協
せ
ず
、
自
覚
を
も
つ
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
で
す
ね
」

と
指
導
の
難
し
き
を
し
み
じ
み

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
一
部
の
人

だ
け
が
活
動
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
時
間
の
と
れ
る
か
た
は
、

も
っ
と
気
軽
に
参
加
し
、
と
け

こ
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
と
ス
』

（
蟻と黙騨墨蕊蕊鬮
日ごろ御自慢のノドをこの機会に

披露してみませんか。

ふるって御参加ください。

日 時＝昭和57年11月20日 （土）

午後3時

ところ＝市文化会館ホール

出場資格＝市内に居住または通勤通

学しているかた

募集人員=30人（先着定貝にな')し

だい締め切り）

…齢 鴬

露＝霊零一糖&鈴…i嘩迩錘＝雷 警踊識嘩さ鍵…3聴鱗#頚
■ , 萱 ,牛や~串 .痔”ゴ 串 ？宙い“坤誼雫呼 坪……､ ･ 晋 抑pJ叫鍔階 申･i fA4盛や輯僻母ゾ…諦力

家庭婦人卓球大会し

9月4日、池の川の日立市民

体育館において、第9回県北家

庭婦人卓球大会が開かれました。

高萩市から参加の体協婦人ク

ラブの2チーム(10人）は、 C

の部14チーム中準優勝、 Dの部

16チーム中優勝と活躍し、 日頃

の練習の成果を実らせました。

他の市町村チームとも親ぼ〈を

深めました．

識 鐙

第1回市民クラシック祭
闇 鬮 ー

市民クラシック祭を次の日どりで

行います。出場を希望するかたは、

次の条件を御理解のうえお申し込み

ください。

日 時＝昭和58年1月30日 （日）

午後1時30分

ところ＝市文化会館ホール

出場資格＝・市内に居住または通勤

通学しているかた

・市内のレッスン場に通

っているかた

・ピアノ・声楽・弦楽器

管楽器・打楽器等を演

奏されるかた

締切日＝10月20日 （水）

△なお、 クラシック祭出場希望者

は、選考会を10月24日（日）午後

5時から文化会館ホールにて行

います。

※カラオケ大会・ クラシック祭に出

場御希望のかたは、市文化会館恋

③7411までお気軽にお申し込みく

ださい。

◎新劇のお知らせ

文学座公演｢おりき」｢沢氏の二人娘」

・主な出演者

北村和夫、高橋悦史､荒木道子、

太地喜和子

と き＝10月25日（月）開演6時30分

ところ＝市文化会館ホール

入場料=B席=2,000円

S席、 A席＝売切れ

1

８
月
鋤
日
、
高
萩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
加
工
紙
コ

ー
ト
に
お
い
て
、
第
３
回
高
萩
市
民
テ
ー
ー
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
試
合
開
始
当
初
に
あ
い
に
く
の
雨
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
男
子
妃
組
、
女
子
酩
組

に
よ
り
雨
空
を
ふ
き
と
ば
す
よ
う
な
熱
戦
を
展
開

し
、
男
子
は
、
３
年
連
続
で
高
橋
修
・
小
河
原
和

美
組
が
優
勝
、
女
子
の
優
勝
は
、
畠
山
雅
子
・
綱

川
美
奈
子
組
で
し
た
。

ｑ
市
民
テ
ニ
ス
大
会

ー

ママさんバレーボール大会い

9月12日、市民体育館におい

て、ママさんバレーボール大会

が開かれました。市内各地域よ

')練習量豊富な12チームが参加

し、 自分のチームの他に、練習

相手や、顔みしりの人に対して

も声援を送っていました。

試合の結果、島名チームか初

優勝､東肥前町チームが準優勝、

3位は安良川Aチーム、本町チ

ームが分けあいました。

(7)



！ ’
－~－一1

秀賞I
「一

14 高萩噂
|菊地さん母 が優子

み
ご
と
最
優
秀
賞

母と子のよい歯のコンクール 利
」 Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

L

歯科保健の正しい知識の普及と理解

を深めるための「母と子のよい歯のコ

ンクール」で､有明町の菊池千春さん、

大輔〈ん母子が､県の全体審査の結果、

優秀賞に輝きました。

1 高
萩
中
学
校
合
唱
部
は
、
八
月

二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
茨
城
県
大

会
に
お
い
て
、
み
ご
と
に
最
優

秀
校
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
毎
年
惜
し
く
も

津
司
、

二
位
と
な
っ
て
き
ま
し
た
力

東
日
本
優
秀
演
奏
大
会
に
四
年

連
続
出
場
す
る
な
ど
、
そ
の
実

力
は
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

合
唱
部
の
指
導
を
は
じ
め
て
、

五
年
に
な
る
と
い
う
川
和
勝
男

先
生
は
、
「
練
習
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
、
そ
れ
に
声
づ
く
り

に
苦
心
い
た
し
ま
す
ね
。
で
き

た
声
を
維
持
す
る
こ
と
も
た
い

へ
ん
な
ん
で
す
」
と
語
る
。

爵
L 二

最
近
、
そ
の
集
積
所
の
あ
る
地
域
に

住
ん
で
い
な
い
人
が
、
ゴ
ミ
を
出
し
て

困
る
と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
が
、
ル
ー
ル
を
無
視

し
た
出
し
方
で
あ
る
た
め
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
中
に
資
源
ゴ
ミ
が
混
入
さ
れ
て

い
て
積
み
残
し
に
さ
れ
た
り
、
と
き
に

は
、
き
れ
い
に
収
集
運
搬
し
た
後
や
、

収
集
日
で
な
い
日
に
出
し
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
か
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
．
．
、
、
．
・
・
・
．
・
・
・
．
・
・
・
．
・
・
・
・
・
・
．

こ
れ
は
ど
、
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
。
：
．
：
と
い
う
不
道

徳
な
行
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ

ミ
の
種
類
や
出
し
方
に
よ
っ
て
は
、
不

法
投
棄
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
お

互
い
に
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
注
意

し
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
と
き
は
、

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
集
積
場
所

と
名
前
等
を
御
連
絡
く
だ
さ
い
．

ゴ
ミ
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

に
あ
る
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
互
い
に
ル
ー
ル
を
守
り
明
る
い
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
は
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
恋

③
６
８
８
６
で
す
。

ゴ
ミ
の
出
し
方

ゴ
ミ
は
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
に
あ
る
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

啓

雪

画

弓

１

当

コ

七

Ｊ

里

■

是

Ｉ

王

宮

Ｅ

５

ｇ

．

ｚ

『

５

当

Ｅ

昌

画

ｗ
繩
張
り
あ
ら
そ
い
も
な
く
、
定
時
に
、

州
肉
・
魚
・
野
菜
の
差
入
れ
？
の
あ
る

恥
平
和
な
環
境
で
は
、
猛
獣
達
は
オ
リ
の

糾
中
に
い
る
の
と
何
ら
変
ら
な
い
。

州
日
本
の
中
部
以
北
に
し
か
見
ら
れ
な

州
い
植
物
の
も
と
で
、
富
士
山
を
バ
ヅ
ク

州
に
、
ひ
る
ね
を
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
を

州
見
て
、
「
自
然
の
ま
、
だ
。
あ
あ
、
高

叶
い
入
場
料
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
ノ
」
と

州
感
動
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
お
め
に
か

州
か
り
た
い
・

州
実
写
の
動
物
映
画
の
中
で
見
る
、
弱

州
い
も
の
ど
う
し
の
あ
の
警
戒
心
、
い
や
、

ど
う
イ
オ
ン
で
さ
え
、
前
脚
を
前
方
に
そ

《
ろ
え
て
た
お
し
、
あ
ご
を
の
せ
て
眠
り
、

〕
い
つ
で
も
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
か
ら
、

州
敵
に
襲
い
か
か
れ
る
と
聞
く
。

州
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
は
、
タ
カ
は
ヤ

岫判叩／、リＪ１ＪＴ１別Ｊ１布Ｉ
⑰自

然
と
人
工
自
然

（
｝

ち
か
ご
ろ
、
南
方
の

猛
獣
を
放
し
が
い
に
し

て
、
客
寄
せ
を
し
て
い

る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
目

一
坐
つ
。

「
自
然
が
汚
染
き
れ
る
」

と
い
っ
て
、
地
元
の
自

然
保
護
団
体
が
反
対
し

た
の
に
、
富
士
山
の
ふ
も

と
に
も
一
ヶ
所
出
来
て

し
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

■
８
－
Ｆ
Ｒ
五
月
Ｅ
二
目
１
コ
、
ｇ
可
ｒ
０
畏
日
Ｊ
毎
日
篭
日
且

Ⅱ
矛
■
詮
Ｉ
■

ン
ク

１

１

１

ｔ

ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

■

ｒ

ｉ

１

日

・

’

１

５

１

・

Ｆ

卜

！

ｂ

■

！

ｉ

Ｉ

１

１

１

１

日

日

■

１

日

凸

■

ｒ

・

ａ
■
可
・
可
■
、
１
．
１
日
１
Ｉ
日
日
２
６
１
．
４
Ｊ
■
■
日
・
日
“
１
３
５
．
△
干
価
別
’
１
１
１
『
Ⅱ
９
３
ロ
ョ
０
３
四
ｚ
ｐ
２
合
■
■
■

一

卵
を
抱
く
コ
ジ
ュ
ケ
イ

水
戸
一
高
教
諭
西
野
正
義
氏
撮
影
》》

一
Ｉ
宮
ｉ
ざ
呼
司
Ｉ
Ｆ
と
ｊ
ｒ
ｈ
ｌ
Ｆ
Ｉ
１
Ｅ
ｒ
Ｅ
１
垂
ｒ
Ｌ
９
Ｊ
Ⅱ
１
Ⅱ
ｒ
咄
Ｉ
Ｆ
Ｊ
、
ｊ
亭
１
１
五
ｒ
出
Ｉ
浸
り
鷺
１
－
１
副
ｊ
ｒ
言
１
＃
‐
、
角

マ
ド
リ
や
ウ
サ
ギ
を
と
ら
え
て
、
リ
ス
《

や
小
鳥
は
、
木
の
芽
や
実
を
た
べ
て
、
蹄

こ
と
に
、
小
鳥
は
無
数
の
虫
を
た
べ
て
柄

そ
れ
ぞ
れ
、
生
き
の
び
て
い
る
。

「
自
然
の
摂
理
」
な
の
で
あ
る
。

【

弱
い
も
の
は
、
強
い
も
の
に
打
ち
ま
か
《

さ
れ
て
も
、
「
種
」
が
た
え
な
い
よ
う
櫓

数
を
ふ
や
し
て
抵
抗
す
る
。

こ
う
し
て
、
保
た
れ
て
い
る
自
然
の
一

バ
ラ
ン
ス
こ
そ
大
切
な
の
で
あ
る
。
畳

こ
の
ほ
ん
と
、
７
の
自
然
を
、
サ
ン
ク
《

チ
ュ
ア
リ
は
見
せ
て
く
れ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）鑑

つ
一

リ
ーヘ

Ⅲ
、一

‐

Ｉ

一
一k帖山吋k哺制
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稲
村
の
初
見
は
、
嘉
吉
四
年
二
四
四

四
）
の
記
事
に
「
妙
祐
い
な
む
ら
門

前
四
・
廿
七
」
と
み
え
る
。
宝
徳
三

年
（
一
四
五
一
）
の
記
事
に
「
妙
安

い
な
む
ら
」
、
同
四
年
に
も
「
妙
受
童

子
七
・
二
い
な
む
ら
」
と
あ
る
。

天
文
十
二
年
二
五
四
三
）
「
経
了

正
・
十
三
い
な
む
ら
」
、
同
十
九
年

「
妙
忠
く
り
の
も
の
な
り
い
な
む

）

詳
し
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
老
齢
年
金
六
十
三
歳
八
○
％

今
、

Ｊ
１
‐

ｑ
ｌ
く
Ｊ
１

ｑ
ｌ
ｒ
可
‐
ｑ
貼
．
１
１
Ｆ
１

号

⑦

は
六
十
五
歳
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
六
十
四
歳
八
九
％

る
金
の
い
つ
も
病
気
が
ち
で
体
に
自
信
の
な
い
六
十
五
歳
一
○
○
％

そ

守
年
人
や
少
し
で
も
早
く
年
金
を
も
烏
い
た
繰
下
げ
の
と
き
は

ズ
い
人
は
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
希
望
六
十
六
歳
二
二
％

を
民
、

に
よ
っ
て
申
し
出
れ
ば
も
ら
う
こ
と
力

六
十
七
歳
一
二
六
％

し
国
‐
ノ
で
き
ま
す
．
こ
の
こ
と
を
繰
上
げ
支
給
六
十
八
歳
西
二
％

み
つ
シ
と
い
い
ま
す
。
‐
そ
の
反
対
に
、
体
に
自
六
十
九
歳
一
六
四
％

金年
信
の
あ
る
人
は
六
十
五
歳
を
す
ぎ
て
か
七
十
歳
一
八
八
％

く

ら
申
し
出
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
こ
と
た
だ
し
、
繰
上
げ
も
繰
下
げ
も
、
後
で

か

，

Ｉ

ｒ

１

Ｊ

，

１

４
０
鍔
・
‐

貼
‐
Ｉ
．

己

国
民
年
金
の
種
類
に
つ
い
て
前
号
で
を
繰
下
げ
支
給
と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
変
更
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
六
十
歳

説
明
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
な
か
で
も
ら
う
年
金
額
は
変
わ
り
ま
す
。
で
五
八
％
も
ら
っ
た
と
き
は
一
生
そ
の

一
番
多
く
該
当
す
る
年
金
は
何
と
い
つ
繰
上
げ
希
望
年
齢
支
給
割
合
率
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

て
も
老
齢
年
金
で
す
。
次
に
通
算
老
齢
六
十
歳
五
八
％
希
望
す
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
市
役

年
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
六
十
一
歳
六
五
％
所
保
険
年
金
課
年
金
係
で
請
求
の
手
続

こ
こ
で
は
、
老
齢
年
金
に
つ
い
て
、
六
十
二
歳
七
二
％
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

’
三
一
一
一
一
一
一
三
一
三
三
一
一
一
三
一
一
一
三
三
三
三
一
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
三
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
三
三
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
三
一
一
一
三
一
三
三
一
一
三
一
一
三
一
三
三
一
一
一
一
一
三
一
三
一
一
一
一

ら
一
、
同
二
十
年
「
妙
春
い
な
む
ら
猪
沢
で
あ
ろ
う
か
。

ら
」
、
同
二
十
年
「
妙
春
い
な
む
ら

職“、
63q歴史
赤浜妙法寺過去帳

（七十二）

志田諄－

正
．
十
九
」
と
み
え
る
。
永
禄
十
年

（
一
五
六
七
）
「
妙
授
十
・
十
三

赤
は
ま
稲
村
内
蔵
肋
の
い
も
と
」
と
あ

る
の
は
赤
浜
に
住
ん
で
い
る
稲
村
内

蔵
助
の
妹
の
意
味
で
、
赤
浜
の
地
内
に

稲
村
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

伊
師
海
浜
の
富
士
千
軒
、
石
滝
海
浜
の

稲
村
千
軒
、
安
良
川
海
浜
の
松
原
千
軒
、

赤
浜
の
赤
浜
千
軒
な
ど
集
落
が
繁
昌

し
た
と
い
う
伝
説
は
、
こ
れ
ら
の
村
が

海
道
に
位
置
し
、
家
並
が
続
い
て
往
来

の
人
か
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

う
（
四
○

永
正
二
年
二
五
○
五
）
の
記
事
に

「
経
善
二
郎
め
い
の
し
し
」
と

み
え
る
。
「
二
郎
め
」
は
「
二
郎
女
」

で
、
二
郎
の
娘
の
こ
と
で
あ
る
。
「
い

の
し
し
」
は
地
名
で
、
上
手
綱
の
小
字

赤
浜
の
集
落
「
赤
浜
千
軒
」

十
月
一
日
か
ら
、
駅
東
口
駐

車
場
が
有
料
に
な
り
ま
し
た
。

駐
車
台
数
は
十
台
で
、
終
日

使
用
で
き
ま
す
。
こ
の
駐
車
場

は
パ
ー
ク
ロ
ッ
ク
と
い
っ
て
、

赤
外
線
に
よ
る
自
動
検
知
方
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

駐
車
料
金
は
最
初
の
三
十
分

は
無
料
で
す
。
三
十
分
以
降
一

時
間
毎
に
百
円
と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項
を
守
っ
て
正
し
い

使
用
方
法
で
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。 一

ギ
ッ
ク
リ
腰
と
は
、
突
然
起
こ
っ
て

一
く
る
腰
の
痛
み
を
す
べ
て
い
い
ま
す
。

一
キ
ッ
ク
リ
腰
を
起
こ
す
病
気
に
は
、

一
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

一
お
お
か
た
は
、
年
を
取
っ
て
き
て
、
背

一
骨
自
体
に
油
が
切
れ
て
き
た
た
め
に
、

一
起
こ
っ
た
障
害
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
そ
の
手
当
に
つ
い
て
は
、
痛
み
や
熱

一
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
安
静
に
し
て
、

最
初
の
三
十
分

は
無
料

駅
東
口
駐
車
場
が
有
料
に

ギ
ッ
ク
リ
腰

ー

ま
ず
健
康
③

患
部
を
冷
や
し
、
血
の
循
環
が
よ

り
痛
み
が
と
れ
て
き
た
ら
、
今
度

逆
に
暖
め
、
マ
ヅ
サ
ー
ジ
を
し
た

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

が
と
れ
ず
、
ヘ
ッ
ビ
リ
腰
で
腰
が

な
い
よ
う
な
と
き
は
、
専
門
医
に

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

腰
痛
は
日
常
生
活
の
ほ
ん
の
さ

な
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
の
で
、
ふ

か
ら
運
動
し
て
筋
肉
を
強
く
し
て

こ
と
て
す
。
ま
た
、
疲
労
を
避
け

ど
の
心
が
け
も
大
切
で
す
。

く
な
一

ま
、
一

Ｉ
一

り
す
一

痛
み
一

伸
び
一

診
て
一

畳
」
い

た
ん

お
く

る
な

(9)



狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
春
と
秋
の
２
○
松
岡
小
学
校
加
月
週
日
（
水
）

回
必
ず
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
○
秋
山
小
学
校
加
月
Ｍ
日
（
木
）

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
は
が
き
（
通
知
○
束
小
学
校
、
月
妬
日
（
金
）

書
）
、
印
鑑
、
料
金
２
，
０
０
０
円
（
注
射
時
間
は
、
午
後
１
時
卯
分
か
ら
。
秀

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
－
一
三
三
一
一
一
三
一
三
一
一
一
三
一
一
三
一
一
二
三
三
一
一
一
二
三
三
三
三
三
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
三
一
三
三
三
一
一
一
一
三
三
三
三
三
一
一
田

過
ぐ
る
大
戦
に
お
い
て
、
尊
い
犠
牲

と
な
ら
れ
た
本
市
関
係
の
英
霊
に
対
し
、

追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
恒
久
の
平
和
と
市

政
発
展
へ
の
願
い
を
こ
め
て
、
高
萩
市

戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と
お
り
挙
行
い

た
し
ま
す
。

○
と
き
加
月
羽
日
（
金
）
午
前
９
来
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ

時
鋤
分
か
ら
ん
の
健
康
診
断
を
次
の
日
程
に
よ
り

○
と
こ
ろ
市
文
化
会
館
各
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

お
よ
び
畜
犬
登
録

料
等
）
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
会
場
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
く
登
録
す
る

か
た
は
、
さ
ら
に
登
録
料
２
，
０
０
０
円
か

必
要
で
す
。

※
日
程
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
週
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
君
田
・
横
川
小
学
校

加
月
８
日
（
金
）

Ｕ
高
萩
小
学
校
加
月
哩
日
（
火
）

’

十月の街
へ
）
、
ツ

爽やかな十月は、稔りの秋、健康の秋、食欲の

秋である。店頭には美味しい果物が出廻り、駅前

の広場には、秋のモードに衣装替えした、ギャル

達が集い合って、－しきり賑わいを見せている。

絵と文伊藤龍馬
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だ
し
君
田
・
横
川
小
は
午
後
１
時
如
分

か
ら
で
す
。

な
お
、
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
普
通

学
級
で
は
就
学
困
難
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
は
、
教
育
委

員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
（
狂
③

２
１
１
１
内
線
２
０
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

『二一－1
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
制
度
全
般
の

わ
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
と
き
、
月
調
日
、
午
前
皿
時
か

○
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

調
理
手
若
干
名
（
女
子
）

○
応
募
資
格

⑩
昭
和
粥
年
４
月
１
日
現
在
満
鴎
歳

未
満
で
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
。

②
市
内
居
住
者

③
高
校
卒
以
上

○
受
付
の
締
め
切
り

ね
ん
き
ん
相
談

曄
獅
駕
騨
醗
騨
澪
鰯
韓
零
建
翻
潤
蕊
騨
畢
韓
選
漂
蕊
黙
蟠
巽
驫
拳
嘩
難
聴
輔
趣
鍵
簿
韓
揮
輯
蠅
顎
群
巽
騨
轆
轤
韓
翻
酔
溌
齢
掛
鰯
輪
蝉
韓
癖
蝿
嘩
選
準
弾
蝋
睡
導
許

慰

輯

蒋

壌

蕊

10月の納税

市県民税（3期）

納期限 11月1日

詫

鍵

態

砿

蔑

む

軒

詫

、

卑

迩

呼

韓

枠

催

耗

酔

碍

薄

、

零

誇

鋸

昨

晶

、

暉

哩

詩

武

琵

邸

蕊

晶託

■

凸

■

日

言
Ｉ

Ｆ
‐
怜
哩
匿
便
卜
に
帷
、
怪
膀
し
権
」

1｜
妊
婦
教
室
の
場
所 !

健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
願
い
、

市
お
よ
び
保
健
所
で
は
、
妊
婦
教
室
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
加
月
１
日
か

ら
、
会
場
を
春
日
町
の
市
民
セ
ン
タ
ー

に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

妊
婦
教
室
は
、
毎
週
金
曜
日
、
午
後

１
時
か
ら
３
時
鋤
分
ま
で
行
っ
て
お
り
、

妊
娠
中
、
安
産
、
産
後
・
保
健
育
児
等

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
師
年
皿
月
泌
日
必
着

②
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
市
長
公
室

職
員
課
に
あ
り
ま
す
。

○
試
験
科
目

一
次
試
験

一
般
教
養
お
よ
び
作
文

二
次
試
験
ｌ
面
接

○
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

一
次
試
験
は
、
、
月
証
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
、
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

※
事
務
・
技
術
職
員
は
採
用
し
ま
せ
ん
。

人口と世帯～

ら
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

蕊

：
前月比

33， 064 （＋54）

16， 233 （＋31）

16,83］ !+23) ；
9， 757 （＋14） ：

§

鰯
(57年9月1日現在

盤…一癖…曲鈩鐸…

〈
‐
》 。

Ｍ
男
女

／
謬
韓
繋
静
潔
蕊
》
轤
醇
観
蕊
韓
錐
轆
騨
騨
諜
難
輯
韓
群
薄
戟
蕪
韓 ｜

I

世帯

L…
1 1月の日曜当番医 善

意
あ
り
が
と
う

○
下
川
原
ト
シ
子
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

社
会
福
祉
へ
二
○
○
、
○
○
○
円

○
大
松
辰
見
さ
ん
Ⅱ
高
萩

社
会
福
祉
へ
一
○
、
○
○
○
円

。
文
化
事
業
団
設
立
基
金
へ

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

三
○
○
、
○
○
○
円

囹
君
田
小
・
中
学
校
へ

○
常
磐
土
建
株
式
会
社天

幕
各
一
張

日
曜
当
番
医
の
変
更

加
月
の
日
曜
当
番
医
に
変
更
が
あ
り

ま
す
。
Ⅳ
日
か
石
病
院
、
劉
日
が
飯
島

医
院
、
証
日
が
樋
渡
医
院
に
、
そ
れ
ぞ

れ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

偲
竪
｛
龍
刺
Ｕ

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

(10

7 日

14日

21日

28日

全生堂医院

滝川医院

十王医院

白土医院

十王田］

東本町

立花医院

本 町

春日町

東本町

②2306

3)3100

029332

〕266

②2697

②3512


